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NEWS RELEASE 
 

平成 28年３月３日 

 

各 位 

 

株式会社ウェンティ・ジャパン 

 

 

 

株式会社ウェンティ・ジャパン（本社：秋田市、社長：佐藤 裕之、以下「ウェンティ・ジャパン」）

は、日本製紙株式会社（本社：東京都、社長：馬城 文雄、以下「日本製紙」）と設立した合弁会社     

「日本製紙ウェンティ風力株式会社」（以下「合弁会社」）を通じて、秋田県秋田市向浜地区で風力発電

事業（以下「当プロジェクト」）を行うことになりましたのでお知らせします。 

 

当プロジェクトは、秋田県秋田市向浜地区の日本製紙秋田工場隣接地に 2,500kW 級風車を３基設置す

るもので、発電開始は平成 30 年１月（予定）、発電した電力は全量「再生可能エネルギー固定価格買取

制度（FIT）」を活用して東北電力株式会社に売電する計画です（別添「１．プロジェクト概要」ご参照）。 

 

当プロジェクトを遂行するにあたり、合弁会社は株式会社北都銀行より事業資金を調達し、EPC方式に

て調査・設計（Engineering）、風車、変電機器他の調達（Procurement）、施工（Construction）を一括

して三井造船株式会社に発注いたします（別添「２．プロジェクト体制図」ご参照）。 

 

ウェンティ・ジャパンは、風力発電をはじめとした再生可能エネルギー事業の開発・運営を行うため、

羽後設備株式会社、株式会社市民風力発電、北都銀行をはじめとしたフィデアグループなどが企画・設

立した事業会社です。 

すでに、秋田県内で運転中の２つの風力発電施設に関与しており、その他、秋田県内では６箇所 36基

の風力発電施設を建設中または開発中です（平成 28年３月３日現在、当プロジェクトを含む）。 

今後、秋田県の恵まれた風資源を活用した風力発電事業の開発・運営にとどまらず、保守・管理など

の関連付随事業も展開し、秋田県経済の持続的発展に寄与していく考えです。 

 

以 上 

秋田県秋田市向浜地区における風力発電プロジェクトがスタート 

～日本製紙株式会社との合弁事業開始に関するお知らせ～ 
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（別添） 

１．当プロジェクト概要 

（１）実施事業者 
日本製紙ウェンティ風力株式会社 

（出資比率：ウェンティ・ジャパン 50％、日本製紙 50％） 

（２）建設予定地 秋田県秋田市向浜地区 

（３）風力発電機 ＧＥ製 2,500kW級風車 ３基 

（４）総 出 力 7.49MW 

（５）発 電 開 始 平成 30年１月（予定） 

 

 

２．当プロジェクト体制図 

実施事業者

株式会社北都銀行

株式会社ウェンティ・ジャパン 日本製紙株式会社

売電先 EPC事業者 レンダー

出資比率50% 出資比率50%

東北電力株式会社

日本製紙ウェンティ風力
株式会社

三井造船株式会社

合弁契約

売電契約 ＥＰＣ契約 融資契約

 

 

 

 

 

 

 

 

《本件に関する問い合わせ先》 

株式会社ウェンティ・ジャパン 管理部 小沼 

TEL：018-827-7435 

 


